
「弥彦村立図書館の目指すもの」 

 弥彦村は、「非認知教育導入による教育立村」「健康長寿」「世代を超えてつながる村」を

3 大課題としています。 

 「非認知能力」は聞き慣れない言葉ですが、「目標や意欲、興味･関心をもち、粘り強く､

仲間と協力して取り組む力」を指し、学力とは異なる「生きる力」です。子ども達が非認知

能力を育むには、堅苦しくなく、さまざまな本を読み、友達と自由に動き回れる遊びの場が

大切です。 

 「健康長寿」お年寄りが元気に明るく暮らす村。その元気の源は好奇心です。何才になっ

ても、新しいことに挑戦し、ワクワクしたい。そのためには、「運動より、食事より、読書

習慣」が大切です。孫と共通の話題をもつための新刊書、見るだけで楽しい画集や写真集、

じっくり読みたい古典など、さまざまな読書機会を用意します。 

 育児不安を抱えるお母さんの悩みに、おばあさんが付き合う。お年寄りに高校生が､スマ

ホやパソコンの操作を教える。新しい農業のあり方を世代を超えて考える。ちがう高校へ通

う中学時代の仲間が偶然出会い旧交を温める。 

 図書館は、「世代を超えたつながりが生まれる場」でありたいと思います。 

 

「弥彦村立図書館の建物と中庭」 

 図書館は、村役場庁舎車庫の 2 階を改修して、案内カウンター・閲覧室･書架･パソコン室

などを作ります。さらに、車庫の西側北寄りにエントランス棟を設け、ロビー･階段･エレベ

ーター･トイレなどを設けます。その南には､広々としたウッドデッキを設け、芝生の中庭へ

とつなげます。 

 小さな子どもとパパやママは､靴を脱いで楽な姿勢で絵本を読み聞かせることができま

す。それに疲れたら、ウッドデッキに出て､塩むすびのランチ。中庭を走り回る子どもを見

守る午後の時間は最高です。 

 中学生･高校生に自習室は必要でしょう。家に帰ると眠くなってしまいますから。 

仕事帰りに、新聞や雑誌、新刊書をめくってみたいと思ったら立ち寄ってください。気楽

に話していただいて結構です。休日に、一日ウッドデッキで読書三昧もいいと思います。 

図書館をどう使うかは、皆さんが決めることです。 

  

「弥彦村立図書館長への期待」 

「レトロな駅舎の本が並んでいる。そうか、弥彦駅は今では珍しくなってしまった和風の

建物だもの。興味を持った人が話しかけてくれるのを待っているのかな」そんな来訪者との

出会いを大切にする、ユニークな集書活動ができる館長がいたら、楽しい図書館になります。 



新しい図書館の理念を作り、自然体で実現する。そんな図書館長を期待します。子育て中

のお母さん、昔の卒業生に会いたい元先生、村の歴史に興味があるお父さん、図書館長にふ

さわしい方は様々です。 

村立図書館という名前が堅苦しいと思ったら､愛称を付けていただいて結構です。館長が

おおげさなら、これも愛称にしましょう。図書館司書の資格は必要ありません。必要なのは、

魅力的な図書館を作りたいという志です。 

 

 


